
全
て
の
人
に
と
っ
て
平
和
で
包
摂
的
、
か
つ
持
続

可
能
な
未
来
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
際
社
会
は
２

０
１
５
年
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

と
い
う
共
通
の
未
来
図
を
描
い
た
。
２
０
２
３
年
は

そ
の
達
成
期
限
ま
で
の
中
間
点
に
あ
た
る
。
目
標
策

定
以
来
、
多
く
の
進
展
が
見
ら
れ
た
一
方
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
、
加
速
す
る

気
候
緊
急
事
態
、
そ
し
て
暴
力
的
な
紛
争
を
含
む
危

機
の
数
々
が
連
鎖
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
進
捗
の
大
半
は

停
滞
、
あ
る
い
は
逆
行
す
ら
し
て
い
る
。
現
時
点
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
う
ち
達
成
が
見
込
ま
れ

て
い
る
の
は
わ
ず
か
15
％
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代
に
お
い
て
、
今
般
改
定

さ
れ
た
日
本
の
開
発
協
力
大
綱
で
は
、
国
際
社
会
が

直
面
し
て
い
る
数
多
く
の
課
題
の
根
本
的
な
原
因
を

よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
手
が
か
り
と
し

て
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
重
視
し
て
い
る
。
こ

の
概
念
は
、
１
９
９
４
年
に
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
が
時
代
に
先

駆
け
て
刊
行
し
た
『
人
間
開
発
報
告
書
』
に
お
い
て

初
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
領
土
や
国
境
、
土
地
を

守
る
と
い
う
従
来
の
安
全
保
障
の
概
念
を
超
え
、
恐

怖
か
ら
の
自
由
、
欠
乏
か
ら
の
自
由
、
尊
厳
を
も
っ

て
生
き
る
自
由
と
い
っ
た
、
人
間
一
人
ひ
と
り
の
権

利
や
自
由
を
守
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
２
０
３
０
ア

ジ
ェ
ン
ダ
の
重
要
原
則
と
呼
応
し
て
い
る
。

２
０
２
２
年
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
『
人
間
の
安
全
保
障

に
関
す
る
特
別
報
告
書
』
を
発
表
し
、
こ
の
概
念
に

基
づ
く
開
発
の
盲
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
人
間
の
安

全
保
障
の
従
来
の
考
え
方
で
は
、
社
会
的
弱
者
一
人

ひ
と
り
の
「
保
護
」
と
、
そ
の
能
力
を
伸
ば
す
「
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
が
主
軸
に
据
え
ら
れ
た
が
、
同

報
告
書
で
は
、
新
た
な
柱
と
し
て
さ
ら
な
る
「
連

帯
」
が
提
唱
さ
れ
た
。
気
候
変
動
や
生
物
多
様
性
の

損
失
と
い
っ
た
脅
威
が
地
球
全
体
を
襲
う
中
、
人
類

同
士
、
ま
た
人
類
と
地
球
と
が
相
互
依
存
の
関
係
に

あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
連
帯
の
カ
ギ
と
な
る
。

新
た
な
開
発
協
力
大
綱
に
も
あ
る
よ
う
に
、
世
界

の
共
通
課
題
に
取
り
組
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
帯
を

強
化
す
る
に
は
、
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

広
げ
、
民
間
資
金
の
流
れ
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
。

実
際
、
世
界
の
金
融
・
経
済
シ
ス
テ
ム
が
重
視
し
て

い
る
指
標
は
依
然
と
し
て
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）成

長
率
で
あ
る
が
、
日
本
の
国
内
外
で
、
そ
の
あ
り
よ

う
が
問
わ
れ
て
い
る
。
世
界
経
済
に
お
い
て
は
、
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
ま
す

ま
す
進
ん
で
い
る
。

経
団
連
と
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
、
２
０
１
８
年
に
覚
書
を

国
連
開
発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）総
裁

ア
ヒ
ム
・
シ
ュタ
イ
ナ
ー

協
働
は
時
代
の
要
請
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締
結
し
て
以
来
、
日
本
企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
資

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
を
共
に
支

援
し
て
き
た
。
２
０
２
２
年
７
月
に
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
イ
ン
パ
ク
ト
基
準
研
修
を
世
界
に
先
駆
け

日
本
で
開
始
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
日
本
の
民
間

セ
ク
タ
ー
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
領
域
で
新
た
な

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
切
り
拓
く
力
を
秘
め
て
い
る
か
ら

だ
。
同
基
準
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に
類
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
実
践
の
た
め
の
基
準
で
あ
り
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
を
企
業
の
パ
ー
パ
ス
、
意
思
決
定
、
投
資
の
中
核

に
組
み
込
む
た
め
の
具
体
的
な
指
針
で
あ
る
。
ま
た

２
０
２
３
年
８
月
に
は
、
経
団
連
会
員
企
業
を
対
象

と
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
イ
ン
パ
ク
ト
基
準
研
修（
一
日
入
門

研
修
）を
共
催
し
た
。
さ
ら
に
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
標
榜
す
る
企
業
や
投
資
家
に
対
す

る
市
場
か
ら
の
信
認
と
信
用
性
を
担
保
す
る
た
め
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
イ
ン
パ
ク
ト
認
証
の
枠
組
み
の
構
築
も
進
め

て
い
る
。

よ
り
大
胆
な
思
考
と
行
動
の
転
換
を
推
進
す
る
た

め
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
他
に
も
様
々
な
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
る
。
２
０
２
２
年
以
来
、
世
界
で
約
２
０
０

０
社
が
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
ア
カ
デ
ミ

ー
」
に
参
加
し
た
。
同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
企
業
が
人

権
に
及
ぼ
す
影
響
を
よ
り
よ
く
理
解
、
対
処
す
る
こ

と
を
支
援
し
て
お
り
、
よ
り
責
任
あ
る
持
続
可
能
な

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
貢
献

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
市
場
で
企
業
が
競
争
力
を

維
持
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
日

本
政
府
と
経
団
連
の
支
援
を
受
け
、
２
０
２
２
年
か

ら
世
界
18
カ
国
で
日
本
企
業
、
そ
の
関
連
企
業
、
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
対
象
に
ビ
ジ
ネ
ス
と

人
権
ア
カ
デ
ミ
ー
を
実
施
し
た
。
東
京
と
大
阪
で
開

催
さ
れ
た
２
回
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
82
社
か
ら
１
１

２
人
が
参
加
し
、
今
後
も
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
と
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
、
開
発
の
未
来
を
共

に
模
索
し
て
い
る
。
そ
の
例
が
、Japan

SD
Gs

Innovation
Challenge

（
Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
）だ
。
こ
れ
は
、

持
続
可
能
な
開
発
課
題
に
関
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
世
界

的
な
相
互
学
習
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ア
ク
セ
ラ
レ
ー

タ
ー
・
ラ
ボ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
日
本
企
業
等
を
結

び
付
け
、
そ
の
専
門
知
識
と
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
、

地
域
の
開
発
課
題
を
解
決
す
る
革
新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
共
創
す
る
と
い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
と
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
衛
星
画
像
を
利
用
し

て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
集
積
す
る
河
川
や
海
岸

の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ
け
出
し
、
新
た
な
対
策

を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
で
は
ス
パ
イ
ス
の

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
効
率
性
、
透
明
性
、
公
平
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
が

活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
は
、

開
発
途
上
国
と
の
対
話
と
協
働
を
通
じ
た
社
会
的
価

値
の
共
創
を
求
め
る
日
本
の
新
た
な
開
発
協
力
大
綱

と
共
鳴
し
て
い
る
。

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
ま
た
、
経
団
連
の
関
連
組
織
で
あ
る

経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
か
ら
、「SA

T
O
Y
A
M
A

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム（CO

M
D
EK
S （注

））」

の
た
め
に
、
新
た
に
６
年
間
で
３
億
円
の
支
援
を
受

け
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
地
球
環
境
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

ー（
Ｇ
Ｅ
Ｆ
）の
小
規
模
無
償
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て

実
施
さ
れ
て
い
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
社
会
と
自

然
が
密
接
に
関
係
す
る
里
山
や
里
海
に
お
け
る
生
物

多
様
性
と
天
然
資
源
の
持
続
可
能
な
利
用
を
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
と
も
に
推
進
し
、
連
帯
の
原
則
に

基
づ
い
て
、
自
然
と
共
生
す
る
社
会
を
目
指
し
て
い

る
。こ

う
し
た
取
り
組
み
に
共
通
す
る
の
は
、
長
期
的

な
開
発
へ
の
投
資
の
重
要
性
で
あ
る
。
長
期
的
な
開

発
は
、
貧
困
や
不
平
等
の
削
減
、
安
定
性
の
促
進
、

平
和
の
維
持
な
ど
、
根
本
原
因
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
紛
争
や
そ
の
他
の
危
機
の
予
防
手
段
と
な

る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
世
界
各
地
で
新
た
な

人
道
危
機
が
勃
発
、
ま
た
は
長
期
化
す
る
事
例
が
増

え
る
中
、
緊
急
事
態
の
最
中
で
あ
っ
て
も
長
期
的
な

視
野
か
ら
開
発
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め

に
、
日
本
の
政
府
な
ら
び
に
民
間
セ
ク
タ
ー
か
ら
の

継
続
的
な
支
援
は
と
て
も
重
要
だ
。

人
間
の
安
全
保
障
の
考
え
方
が
示
す
よ
う
に
、
気

候
変
動
な
ど
、
国
境
や
境
界
線
を
越
え
る
課
題
が
出

現
す
る
時
代
に
お
い
て
、
本
質
的
に
は
、
隣
人
が
安

全
で
な
け
れ
ば
、
自
ら
の
安
全
も
保
障
さ
れ
な
い
と

い
う
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
協

働
は
時
代
の
要
請
な
の
だ
。

（注）COMDEKS：Community Development and Knowledge Management for the Satoyama Initiative

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ（U

nited
N
ations

D
evelopm

entProgram
m
e

）：

貧
困
や
格
差
、
気
候
変
動
と
い
っ
た
不
公
正
に
終
止
符
を
打
つ
た
め
に

闘
う
国
連
の
主
要
機
関
。
世
界
１
７
０
カ
国
と
地
域
に
お
い
て
、
人
間

と
地
球
の
た
め
に
総
合
的
か
つ
恒
久
的
な
解
決
策
を
構
築
す
べ
く
、

様
々
な
専
門
家
や
連
携
機
関
か
ら
成
る
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

支
援
を
行
っ
て
い
る
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